
問題と目的
わが国の学校におけるいじめ問題は，1980年代

以降，社会問題になっている．そこで，1980年代
からの30数年の間のいじめ研究の動向，いじめの
長期的影響に関する研究に注目してみていくこと
とする．

いじめの長期的影響については，子どもの心の
発達にきわめて重大な影響を及ぼすことや，いじ
められた体験の影響は，いじめの事態が解消し，
一定の時間を経過しても簡単に消失するものでは

なく，成人した後までも持続的な影響を及ぼすこ
とが報告されている（坂西，1995；坂西・岡本，
2004）．

いじめ被害体験と外傷後ストレス障害（PTSD）
との関連に関する研究は，1990年代にみられた．
立花（1990）によれば，いじめの場面がありあり
と目に浮かび，そのたびに不安と恐怖に悩まされ
るという再体験が認められるものがあり，いじめ
も外傷後ストレス障害（PTSD）を引き起こすス
トレスとなり得ると報告している．

また，光武（1997）の研究では，いじめが原因
で登校を拒否した子どもに不眠，夜驚，悪夢，体
の硬直など，外傷後ストレス障害（PTSD）の症
状を示す者がいると報告している．その後のいじ
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要旨　わが国におけるいじめの長期的影響に関する研究動向を明らかにすることを目的とし，文献研究
を行った．わが国の学術論文と大学紀要論文において，いじめが社会問題となった1980年から2016年ま
での約37年間を対象とした．その結果，いじめの長期的影響に関する質的研究は17本，量的研究は39
本，合計56本が該当した．2000年前後で論文数を比較すると，2000年以前より，2000年以後の論文数は
増加傾向にあるといえる．いじめの長期的影響に関する質的研究の特徴として，いじめ被害体験と精神
障害・外傷後ストレス障害との関連に関する研究，いじめ被害体験の克服過程・回復過程に関する研究
が多くみられた．また，いじめの長期的影響に関する量的研究の特徴として，いじめの被害体験と身体
的・精神的・心理的影響との関連に関する研究，いじめ被害体験と自尊感情との関連に関する研究が多
くみられた．
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め被害体験と外傷後ストレス障害（PTSD）との
関連に関する研究の動向について見てみたい．

いじめ被害の後遺症に関する研究では，不適応
状態（抑うつ）は少なくとも７～ 10年ほど持続
する可能性があると指摘する（Olweus，1993）．
いじめ被害者は，対人恐怖，不安，抑うつ，不適
応行動がみられ，また，人間関係に用心深くな
り，社会的退却傾向を身に付けるようになってい
くという（立花，1990；深谷，2004）．

いじめの長期的影響の性差についての研究は，
亀田・相良（2010）の研究があるが，いじめの否
定的影響（情緒的不適応，同調傾向，孤立不安）
は，女子の方が男子より有意に高いことを明らか
にしている．女子はいじめられた体験を通して，
再びいじめられないように同調する傾向にあるこ
とが報告されている．

しかし，過去のいじめ被害体験が及ぼす影響に
は否定的影響ばかりでなく，肯定的影響もあるこ
とが報告されている（坂西，1995；香取，1999；
深谷，2004）．肯定的影響としては，坂西（1995）
によれば，「我慢強くなった」，「相手の気持ちを
よく考えるようになった」等，また，香取（1999）
は，「他者尊重」，「精神的強さ」等の肯定的影響
が考えられると報告している．

いじめの長期的影響に関する量的研究は，坂
西（1995）のいじめ被害に及ぼす長期的な影響に
関する研究，香取（1999）の過去のいじめ体験に
よる心的影響と心の傷の回復に関する研究，そし
て，亀田・相良（2010）の過去のいじめ体験が青
年期後期においても及ぼす長期的影響の研究ほ
か，多くの研究が蓄積されてきている．

いじめの長期的影響に関する質的研究の動向は
どうなのであろうか．わが国の学術論文・紀要論
文におけるいじめ問題の近年の傾向を示した研究
がある（亀田・会沢・藤枝，2014，2015）．亀田・
会沢・藤枝（2014）は，2004年から2013年までの
10年間における学術論文において，「いじめ」が
タイトルに含まれている論文は27本あり，そのう
ち，「いじめの長期的影響」に関する質的研究は，

亀田・相良（2011）と細澤（2004）の２本である
ことを報告している．

また，亀田・会沢・藤枝（2015）は，2005年か
ら2014までの10年間における紀要論文において，

「いじめ」がタイトルに含まれている論文は141本
あり，「いじめの長期的影響」に関する質的研究
は，伊東（2009）と橋本（2012）の２本であるこ
とを報告している．

いじめが社会問題になった1980年代から現在ま
での「いじめの長期的影響」に関する質的研究・
量的研究の動向を概観することにより，いじめの
長期的影響のマイナス面やプラス面が浮き彫りに
なり，いじめの長期的影響に関する理解を深める
ことができるであろう．

本研究では，わが国の学術論文・紀要論文にお
いて，1980年代から2016年までの37年間を対象に

「いじめの長期的影響」に関する質的研究・量的
研究を抽出し，概観していくことを目的とする．

本研究では紙面の都合により，取り上げること
ができなかった研究もあることをご了承願いた
い．

方法
文献の抽出に際しては，国立国会図書館（NDL 

Search）と国立情報研究所（CiNii）を用いて，
まず，「いじめ」を検索語として検索を行った．
続いて，「いじめ＋影響」，「いじめ＋予後」，「い
じめ＋回復」，「いじめ＋事例」，「いじめ＋ケー
ス」を検索語として検索し，1980年から2016年ま
でのわが国の学術論文・紀要論文を抽出した．な
お，抽出に際しては，大会発表・発表要旨，資
料，シンポジウム等は対象から除外した．

　「いじめの長期的影響」の期間について定義
している論文は見当たらないが，本研究では，坂
西（1995）が指摘している，「いじめを脱した短
期間，例えば，半年や１年という時間の経過では
なく，多くの年数が経過した後のいじめの影響」
と捉えることにする．
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結果
１．いじめの長期的影響に関する37年間の論文

数の推移
1980年から2016年までのいじめの長期的影響に

関する論文数を質的研究と量的研究に分けて一覧
表に示した（Table 1）．学術論文においては，い
じめ研究に深く関連すると考える「教育心理学研
究」，「心理臨床学研究」，「カウンセリング研究」，
そして，「その他の学術論文」の４つに分類した．

1980年から2016年までを10年スパンで区切り，
論文数をみていくことにする．第Ⅰ期は，1980年
から1989年，第Ⅱ期は，1990年から1999年，第Ⅲ
期は，2000年から2009年，第Ⅳ期は，2010年から
2016年とした．

第Ⅰ期は，質的研究はなく，量的研究は１本，
計１本であった．第Ⅱ期は，質的研究は３本，量
的研究は７本，計10本であった．第Ⅲ期は，質的
研究は９本，量的研究は９本，計18本であった．
第Ⅳ期は，質的研究は５本，量的研究は22本，計
27本であった．

いじめの長期的影響に関する論文は，質的研究
17本，量的研究39本，合計56本が該当した．第Ⅲ
期の2000年から2009年は18本，そして，第Ⅳ期の
2010年から2016年は27本であった．

2000年前後で論文数を比較をするために，直接
確率計算を行った結果，その偶然確率はｐ=0.80

（片側検定）であり，有意水準10％の傾向差が
あった．したがって，2000年以前と比べると，
2000年以後の論文数は増加傾向にあると言える．

いじめられた体験については，多くの用語が用
いられている．「いじめられ体験・経験」，「過去
のいじめられ体験・経験」，「いじめ被害体験・経
験」，「いじめ被害者」，「いじめ被害体験者」等，
散見された．

本研究においては，研究の分類の際に使用する
用語は，便宜的に「いじめ被害体験」に用語を統
一して論じていくことにする．研究の分類以外に
ついては，それぞれの論文で使用されている用語
を使うものとする．

２．いじめの長期的影響に関する質的研究の概要
質的研究を便宜的に，（１）いじめ被害体験の

実態に関する研究，（２）いじめ被害体験と精神
障害・外傷後ストレス障害（PTSD）との関連に
関する研究，（３）いじめ被害体験と人格発達と
の関連に関する研究，（４）いじめ被害体験の克
服過程・回復過程に関する研究，（５）いじめ被
害体験と自己成長感との関連に関する研究，（６）
その他の研究に分類し，それぞれの概要を報告す
る．なお，いじめの長期的影響に関する質的研究
の文献一覧をTable 2に示した． 

（１）いじめ被害体験の実態に関する研究
会沢・平宮（2008 a）は，大学生269名を対象

として，「小学校１～３年時に体験した，いじめ
ではないかと最も強く感じた出来事」を尋ねる自
由記述式調査を行った．その結果，小学校１～３
年生で38.4％のいじめ経験があり，いじめの内容
に関しては，回避的行動によるいじめ，強圧によ
るいじめ，言葉によるいじめの順で多かったこと
が報告された．

会沢・平宮（2008 b）は，大学生269名を対象
として，「小学校４～６年時に体験した，いじめ
ではないかと最も強く感じた出来事」を尋ねる自
由記述式調査を行った．その結果，小学校４～６
年生では69.8％のいじめ経験があり，いじめの内
容に関しては，拒否的行動によるいじめ，言葉に
よるいじめ，強圧的行動によるいじめの順で多
かったことが報告された．

会沢・平宮（2009）は，大学生268名を対象と
して，「中学校１～３年時に体験した，いじめで
はないかと最も強く感じた出来事」を尋ねる自由
記述式調査を行った．その結果，中学校１～３年
生に至っては75.0％がいじめ経験を有しており，
いじめの内容に関しては，拒否，言語によるいじ
め，所有物を通してのいじめの順で多かったこと
が報告された．

三島・黒川・大西ら（2010）は，大学１年生17
名を対象に，中学・高校生当時の体験を回想し，
ネット上のトラブルや「いじめ」に関する出来事

わが国のいじめの長期的影響に関する研究動向と展望
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Table 1 1980 年から 2016 年までのいじめの長期的影響に関する論文数 

 
 
 
 
 
 
 

1 1980

2 1981

3 1982

4 1983

5 1984

6 1985

7 1986

8 1987

9 1988 1 1

10 1989

11 1990 1 1

12 1991

13 1992 1 1

14 1993 1 1

15 1994

16 1995 1 1 2

17 1996

18 1997

19 1998 1 1 2

20 1999 2 1 3

21 2000

22 2001 1 1

23 2002 1 1 2

24 2003 1 1

25 2004 1 1 1 3

26 2005 1 1

27 2006 1 1 2

28 2007 1 1 2

29 2008 2 1 3

30 2009 2 1 3

31 2010 1 3 4

32 2011 1 1 1 3

33 2012 1 2 1 4

34 2013 2 2 4

35 2014 4 2 6

36 2015 1 1 1 3

37 2016 1 2 3

12 1 1 3 23 1 1 1 13 56合計
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についての内容で面接を行った．面接調査の中で
問題となった事柄の多くが，親しい友人やクラス
メートなど，既知の人間関係上の問題であり，被
害者は，不安感や孤独感を感じたり，怒りを覚え
たりすることが報告された．

（２）いじめ被害体験と精神障害・外傷後ストレ
ス障害（PTSD）との関連に関する研究

立花（1990）は，思春期の精神科患者25名を対
象に，症状の特徴から，幻覚妄想群，ひきこもり
群，空想逃避群，身体症候群の４群に分けて考察
した．思春期の精神科患者は，学校での「いじめ
られ体験」が発症の契機や症状の形成に強く影響
していることが示唆された．

久留・餅原（1995）は，男子生徒のほぼ２年間
の心理療法を実施した症例を扱っている．男子
生徒は，高校入学と同時に極度のいじめを受け
PTSDの症状を呈した．嘔吐，睡眠障害，うつ状
態が続き，再体験等から二次的な心気的症状が出
現した．さらに，不登校状態が続き，高校退学に
至り，部屋に閉じこもるという症例である．心理
療法を受けるなかで，自律訓練を習得することに

より，さまざまな身体化現象は消失し，生きるこ
とへの自信を持つことができるようになったこと
が報告された．

細澤（2004）は，21歳の女子学生の臨床例を呈
示している．女子学生は，小学校高学年から中
学校にかけて慢性のいじめを経験した．PTSD症
状，フラッシュバックなどの再体験を主訴として
いる．精神病理，および心理療法過程に関して力
動的観点から検討を行った．その結果，外傷体験
を生活のなかに統合することが可能になったこと
が報告された．

伊東（2009）は，中学で再度いじめを受け，心
身症状や自傷行為を発症したケースに対して心理
治療を行った症例を呈示している．小学校６年の
時にいじめを体験し，人間関係で不信感を抱いた
児童が，学校との連携のもとで改善に向かったこ
とが報告された．

片柳（2016）は，中学３年生の女子生徒の事例
を呈示している．クラスメートからのいじめを受
け，抜毛症，解離性障害，大うつ病性障害の診断
を受けた事例である．病院の面接において，心身

Table 2 いじめの長期的影響に関する質的研究の文献一覧

発刊年 著者 誌名分類 キーワード
１  1990 立花 その他の学術論文 いじめられ体験、発症した精神障害
２  1995 久留・餅原 紀要 外傷後ストレス障害、治療心理学的研究、極度のいじめ
３ 1998 清水 紀要 いじめられ体験、人格発達に及ぼす阻害的影響、自己愛性格症例
４ 2001 久保田 紀要 いじめ被害者、反応様式、いじめ解決
５ 2002 三浦 紀要 いじめ過程モデルの検証、いじめ被害者の事例
６ 2004 細澤 心理臨床学研究 いじめを契機、外傷後ストレス障害、力動的心理療法
７ 2006 青木 その他の学術論文 女子、いじめ克服、プロセスモデル
８ 2007 中島 紀要 女子大学生、いじめの体験、その影響
９ 2008 会沢・平宮 紀要 大学生が経験、いじめ、小学校１～３年時の経験、質的分析
10 2008 会沢・平宮 紀要 大学生が経験、いじめ、小学校４～６年時の経験、質的分析
11 2009 伊東 紀要 いじめ、心身症状、思春期女子、心理治療過程
12 2009 会沢・平宮 紀要 大学生が経験、いじめ、中学校１～３年時の経験、質的分析
13 2010 三島ら 紀要 ネット上、トラブル、いじめ、中学・高校生当時、体験、回想
14 2011 亀田・相良 カウンセリング研究 過去のいじめられた体験、影響、自己成長感
15 2011 岩崎・海蔵寺 紀要 過去のいじめられ経験、回復過程、自己否定感
16 2012 橋本 紀要 リジリエンシー、 いじめからの回復の語り
17 2016 片柳 その他の学術論文 いじめ、被害生徒、重篤な精神症状を呈する構造
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の安定を図ることや支持的精神療法を実施した．
高校は休まず登校していたが，友だちからいじめ
の相談を受けるといじめの出来事を想起し，未だ
に，過呼吸を起こすことがあることが報告され
た．

（３）いじめ被害体験と人格発達との関連に関す
る研究

清水（1998）は，中学時代に「いじめられ体
験」を持つ自己愛性格の男子大学生１名を対象
に，心理治療過程を報告している．いじめられ体
験が以後の人格発達に阻害的な影響を及ぼし，後
に対人恐怖症状を呈するに至ったことが明らかに
された．

（４）いじめ被害体験の克服過程・回復過程に関
する研究

三浦（2002）は，中学２年生の時にいじめに
遭った女子の事例を呈示している．いじめ過程の
６段階と諸要因の関連を検討している．家族が子
どもの状況を見極め，適切な援助者をみつけ，さ
らに直接加害者に働きかけたことがいじめの解決
につながったと報告している．

青木（2006）は，中学生時代にいじめを経験
した18歳から25歳の女性15人に半構造化インタ
ビューを実施し，いじめ被害の長期的影響の回復
プロセスを探索的に検討した．その結果，回復の
きっかけは，容姿の改善，知識の獲得，他者によ
る自己開示の受容，良質のソーシャル・サポー
ト，他者からの好評価，他者モデルの存在，適応
しやすいコミュニティの発見の７つの出来事が見
出されたことが報告された．

中島（2007）は，女子大学生153名を対象とし
て，いじめ体験とその影響について検討するため
に自由記述式の調査を実施した．その結果，いじ
め被害体験の影響は，現在の自己像や，対人関係
の持ち方にnegativeにもpositiveにも影響を及ぼ
していることが示唆された．過去のいじめ体験か
ら，「自己成長・対人関係における柔軟さ」とい
う自分のpositiveな側面を記述できることは，い
じめを乗り越えるということに結びつくと指摘し

ている．
岩崎・海蔵寺（2011）の研究は，23歳男性が

職場で不適応状態に陥った事例である．男性は，
小・中学校でいじめを受けてきた．いじめられ
経験からの回復過程とその支援について検討し
た．第１及び第２期では人間関係の不安定さが目
立ち，いじめられ経験の影響がうかがえ，第３期
は親との絆の実感が他者とのつながりにおける基
礎を固めている．第４期で自己受容を遂げ，他者
への不信感や自身の被害感など否定的認知が改善
し，職場で安定した人間関係を築くに至ってい
る．回復過程は“他者とのつながり”を取り戻す
過程であることが報告された．

橋本（2012）は，いじめの当事者を強いストレ
スによる影響から回復できる心的特性である「リ
ジリエンシー」を有している存在として捉えてい
る．面接協力者５名の語られた内容を精査し，当
事者のリジリエンシーという側面に焦点を当てな
がら再構成を試みている．その結果，協力者それ
ぞれ当時のリジリエンシー，影響を与えていた事
柄，回復過程において生じた事柄を見出してい
る．いじめ体験におけるリジリエンシーとして，

「状況を捉えること」，「信念を持っていること」，
「自らの行動で貫けること」があげられたことが
報告された．

（５）いじめ被害体験と自己成長感との関連に関
する研究

亀田・相良（2011）は，過去にいじめられた体
験を持つ大学生等，17名を対象に半構造化面接を
実施した．自己成長感をもたらす要因として，学
校・家庭での話しやすい関係の構築と自己開示が
あったこと，いじめられた辛さをわかってくれる
人の存在，信頼のおける大人の存在，家族関係と
友人関係の良好さ，ソーシャル・サポートが得ら
れたこと，積極的な対処法を取ったことが示唆さ
れた．

（６）その他の研究
いじめ被害体験と反応様式についての研究（久

保田，2001）がある．
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３．いじめの長期的影響に関する量的研究の概要
量的研究を便宜的に，（１）いじめ被害体験と

身体的・精神的・心理的影響との関連に関する研
究，（２）いじめ被害体験と心的外傷・社交不安
障害との関連に関する研究，（３）いじめ被害体
験と適応感・自我同一性等との関連に関する研
究，（４）いじめ被害体験と自己成長感との関連
に関する研究，（５）いじめ被害体験とレジリエ
ンスとの関連に関する研究，（６）いじめ被害体
験と自尊感情との関連に関する研究，（７）いじ
め被害体験と対人関係・友人関係・役割取得との
関連に関する研究，（８）その他の研究に分類し，
それぞれの概要を報告する．なお，いじめの長期
的影響に関する量的研究の文献一覧をTable 3に
示した．

（１）いじめ被害体験と身体的・精神的・心理的
影響との関連に関する研究

奥村・川口・河原・長井（1988）は，大学生
220名を対象に，大学生の過去の「いじめられ体
験」に関する調査を行った．その結果，いじめの
現象は，小学校，中学校という一時期だけの問題
に終わる体験ではなく，大学生の年齢になって
も，心の傷として影響を及ぼす重大な問題である
と指摘する．

坂西（1995）は，いじめが被害者に及ぼす長期
的な影響について，大学生3,915名を対象に質問
紙調査を実施した．その結果，初期の学校生活に
おいて体験したいじめは，成人した後までも身体
的・精神的に持続的な影響を及ぼすこと，さら
に，いじめられた体験が否定的な影響ばかりを与
えているわけではないことも報告している．

小熊・四ノ宮・生村（1998）は，国立身体障害
者リハビリテーションセンターに入所している30
歳未満の者107名を対象として，過去のいじめ・
いじめられ体験と予後との関連について検討し
た．その結果，被害体験の内容，被害体験時の対
処，その後の変化，現在の心境によって影響する
ことが示唆された．過去のいじめ被害体験が心理
的予後に影響を及ぼしていると報告し，潜在的に

予後の悪い事例がある可能性も示唆された．
香取（1999）は，大学生・短大生806名を対象

として，過去のいじめ体験がその後にどのように
影響しているかについて質問紙調査を行った．そ
の結果，いじめの影響には，情緒的不適応，同調
傾向等のマイナスの影響と他者尊重，精神的強さ
等のプラスの影響があることが示唆された．

石橋・若林・内藤・鹿野（1999）は，大学生
484名を対象に，大学生の過去のいじめ被害経験
とその後遺症について質問紙調査により検討し
た．その結果，いじめを受けたことのある大学生
は，心理的・身体的な影響を受けており，さら
に，対人恐怖性が高いことが明らかになったこと
が明らかにされた．しかも，その影響はいじめを
受けた当時の苦痛が大きくなるにつれ，長期的な
影響も強くなっている．いじめられたことの長期
的影響として，「我慢強くなった」と回答する者
は，対人恐怖性も高くはないということも示唆さ
れた．

藤・遠藤（2014）は，ネットいじめ被害経験の
ある217名を対象にウェブ調査を実施し，被害時
における遮断的対処，ネットいじめ被害に関する
思考の反すう，ネガティブ感情，長期的な影響と
しての対人的消極性について検討した．共分散
構造分析の結果，被害時における遮断的行動は，
ネットいじめ被害者における否定的影響の長期化
をもたらす要因となっていることが示唆された．

高岸・岩田（2016）は，大学生383名を対象に，
小中高校時代のいじめ体験が，大学生生活に及ぼ
す影響を質問紙調査により検討した．その結果，
いじめ体験がある者は，いじめ体験のない者に比
べて，情緒的不安定，同調傾向，脅威・嫌悪予測
が有意に高いことが示唆された．

森本（2004）は，大学生131名を対象として過
去のいじめ体験における対処法といじめ体験の心
的影響の関連を検討した．その結果，いじめへの
対処法のなかでも積極的自力克服対処後はその後
のプラスの影響を予測し，無抵抗・従順対処はマ
イナスの影響を予測することが明らかになった．
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発刊年 著者 誌名分類 キーワード

1 1988 奥村ら 紀要 大学生、過去のいじめられ体験

2 1992 豊嶋･石永･遠山 紀要 いじめへの対処、大学生期の適応、自我同一性

3 1993 豊嶋･順毛 紀要 いじめへの対処、大学生期の適応、自我同一性

4 1995 坂西 その他の学術論文 いじめ、被害者、長期的な影響、自己認知

5 1998 小熊・四ノ宮 紀要 入所者、学校生活等、過去のいじめ・いじめられ体験、予後

6 1999 石橋ら 紀要 大学生、過去のいじめ被害経験、後遺症、 対人恐怖心性

7 1999 森下 紀要 学校ストレス、いじめの影響、ソーシャル・サポート

8 1999 香取 カウンセリング研究 過去のいじめ体験、心的影響、心の傷の回復方法

9 2002 荒木 その他の学術論文 いじめ被害体験、長期的影響、リズィリエンシー

10 2003 榎戸･平口･窪田 その他の学術論文 回復過程、いじめ被害、身体内省の関与

11 2004 三宅 紀要 いじめの被害者経験、自己開示、成人期の愛着

12 2004 笠井･三屋 紀要 いじめ経験、対人関係、及ぼす影響

13 2004 森本 心理臨床学研究 過去のいじめ体験、対処法、心的影響

14 2005 荒木 その他の学術論文 いじめ被害体験者、青年期後期、リズィリエンス

15 2006 中村･相模 紀要 被虐待経験、いじめを受けた経験、青年期後期、自己肯定意識

16 2007 佐藤･盛合 紀要 いじめ体験、忘却、心的外傷

17 2008 三島 その他の学術論文 小学校高学年、親しい友人、いじめの長期的な影響、高校生

18 2009 横山･内田 紀要 過去のいじめ体験、レジリエンス、自動思考、対処行動

19 2010 亀田･相良 紀要 過去のいじめ体験、青年期後期、長期的影響、自己成長感

20 2010 野中･永田 紀要 過去のいじめ体験、青年期、影響、体験の時期、発達の関連

21 2010 西田 紀要 思春期、青年期、いじめに影響、家庭関連要因

22 2011 米満･森川･窪田 紀要 いじめ場面、第三者の行動、援助規範意識、行動の動機の影響

23 2012 水野 紀要 いじめ場面、目撃者の役割取得、共感、いじめ関連行動

24 2012 山口･長野 紀要 過去のいじめられた体験、青年期の友人関係、及ぼす影響

25 2012 菱田･川畑・宋 その他の学術論文 いじめの影響、レジリエンシー、ソーシャル・サポート

26 2013 藤田･樋町 紀要 大学生、社交不安障害傾向、いじめられ経験、QOL

27 2013 宮田 その他の学術論文 被災後、いじめ体験、効力感回復

28 2013 吉川･今野･会沢 紀要 いじめの被害 ‐ 加害経験、自尊感情、大学生、遡及的調査

29 2013 藤野・長沼 その他の学術論文 いじめ場面、第三者、状況要因、個人要因、及ぼす影響

30 2014 廣･村松･服部 紀要 高校生、レジリエンス、性別、いじめを受けた経験、生活習慣

31 2014 吉川･今野･会沢 紀要 大学生、過去のいじめ経験、いじめの捉え方、自尊感情

32 2014 今野･吉川･会沢 紀要 仮想的有能感、自尊感情、いじめ、関係、大学生、中学時代

33 2014 遊間 その他の学術論文 大学生、いじめの加害・被害行為、継続性と流動性

34 2014 菱田･川畑･李 その他の学術論文 思春期前期、いじめ被害経験、心理社会的変数

35 2015 小早川･杉村･石田 紀要 いじめられた体験、自己成長感、他者からの支援

36 2015 水谷・雨宮 教育心理学研究 小中高時代、いじめ経験、大学生の自尊感情、Well-Being

37 2015 丸岡ら その他の学術論文 過去のいじめ、経験、大学生に与える影響

38 2016 高岸･岩田 その他の学術論文 小・中・高校時代、いじめ体験、大学生生活、及ぼす影響 

39 2016 藤･遠藤 その他の学術論文 ネットいじめ、被害時、遮断的対処、短期的および長期的影響

Table 3　いじめの長期的影響に関する量的研究の文献一覧
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いじめに対する対処法によって，その後の影響が
異なることが示唆された．

（２）いじめ被害体験と心的外傷・社交不安障害
との関連に関する研究

佐藤・盛合（2007）は，高校生を対象として，
いじめ体験における忘却について，質問紙調査を
実施した．中学時代のいじめ被害体験が，どのよ
うなものがどの程度忘却され，逆に心的外傷とし
て残るかについて検討している．その結果，匿名
性の高い心理的いじめに関して，特に男子生徒は
忘却されがたいということが明らかにされた．ま
た，再び同じようないじめが再燃することによ
り，過去の体験も蘇ることも示唆された．

藤田・樋町（2013）は，大学生100名を対象と
して，大学生の社交不安障害（SAD）傾向とい
じめられ経験・QOLについて，質問紙調査を行っ
た．その結果，過去のいじめられた経験のある者
において，パフォーマンス場面・社交場面におい
て不安・恐怖を高く感じている者は，他者から評
価されることを否定的に解釈する認知傾向が高
く，将来に対する自信は有意に低いことが示唆さ
れた．

（３）いじめ被害体験と適応感・自我同一性等と
の関連に関する研究

豊嶋・石永・遠山（1992）は，いじめへの対処
と大学生期の適応について検討した．その結果，
被害体験が「嫌な思い出」であり続けたり，「く
やしい・許せない」と意味付けたりする，といっ
たこだわりは，特に「嫌な思い出」において，現
在及び将来の自己投入の構えを抑制し，自我同一
性地位を低下させることが示唆された．

豊嶋・順毛（1993）もまた，いじめへの対処と
大学生期の適応について検討した．その結果，被
害体験に対する外傷的なこだわりの強さが不良な
交友適応感に結びつくことが示唆された．また，
良好な学業適応感は，一方では被害体験へのこだ
わり・知性化による防衛がもたらされることが示
唆された．

中村・相模（2006）は，大学生1,246名を対象

として，被虐待経験，いじめを受けた経験が青年
期後期の自己肯定意識に及ぼす影響を検討するた
め，質問紙調査を行った．その結果，心理的いじ
めを受けた経験が自己肯定意識に影響がみられ，
身体的いじめと心理的いじめでは，自己肯定意識
に対する影響が異なることが示唆された．また，
いじめられ経験の期間は，対他者領域に関して，
いじめの期間が長いほど他者への信頼にマイナス
の影響があることが示唆された．

（４）いじめ被害体験と自己成長感との関連に関
する研究

亀田・相良（2010）は，大学生等1,039名を対
象として，過去のいじめ体験が青年期後期におい
て及ぼす長期的影響と，いじめられた体験を通し
ての自己成長感を分かつ要因について検討した．
その結果，自己成長感に関連する要因として，い
じめられた体験の自己開示をすることや，抑うつ
性の低さが関連していることが示唆された．

小早川・杉村・石田（2015）は，大学生102名
を対象として，過去のいじめられた体験を通した
自己成長感を促す他者からの支援について，ウェ
ブ調査を行った．その結果，いじめ被害者は，周
囲の人がいじめに関して積極的に関わってくれて
いる，いじめ被害者のために行動してくれると感
じることで，他者は信頼できる，自己を受け入れ
てもらえると感じていることが示唆された．

（５）いじめ被害体験とレジリエンスとの関連に
関する研究

荒木（2005）は，大学生等301名を対象として，
いじめ被害体験者の青年期後期におけるレジリエ
ンス１）に寄与する要因の検討を質問紙調査によ
り行った．その結果，いじめ被害体験者は青年期
後期において特に対人的ストレスイベントを多く
体験しているわけではないにもかかわらず，非体
験者よりも適応状態が悪い傾向がみられた．この
傾向は男性の方が強く，いじめ被害開始時期は無
関係であることが示唆された．

横山・内田（2009）は，大学生を対象として，
過去のいじめ体験の有無が現在のレジリエンス・
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自動思考・対処行動の認知行動特性に及ぼす影響
過程について検討した．その結果，いじめ経験者
は未経験者よりもレジリエンスの「I  can」，自
動思考の「自己に対する非難」，対処行動の「情
報収集」，「計画立案」が有意に高いことが示され
た．

（６）いじめ被害体験と自尊感情との関連に関す
る研究

野中・永田（2010）は，大学生等396名を対象
として，いじめ体験の時期とその後の影響との関
係，さらに，現在の自尊感情と友人関係にどのよ
うな影響を及ぼしているか，発達の観点から検討
した．その結果，小学校以前・小学校時期のいじ
め体験の影響“同調傾向”は，その後の自尊感情
に影響を及ぼすことが明らかにされた．同調傾向
が増せば増すほど他者に同調しようとすることに
より，自尊感情も高くなることが示唆された．中
学校時期のいじめ体験の影響“他者評価への過
敏”は，その後の友人関係に影響を及ぼすことが
明らかにされた．他者への評価が過敏になればな
るほど，友人関係は深まることが示唆された．

吉川・今野・会沢（2013）は，大学生349名を
対象として，いじめの被害－加害経験と自尊感情
との関係について質問紙調査を行った．その結
果，いじめと自尊感情の関係については，被害経
験者は，被害の経験がない者と比較して，自尊感
情が有意に低かった．いじめの態様との関係につ
いては，言語的・身体的な暴力被害を経験した者
の自尊感情は，これらの被害経験のない者よりも
有意に低いことが示唆された．また，いじめの時
期との関係では，小学校中高学年から高校にかけ
て，いじめ被害を経験した者は，経験しなかった
者よりも自尊感情が有意に低かったことが示唆さ
れた．

吉川・今野・会沢（2014）は，大学１年生362
名を対象として，大学生における過去のいじめ経
験といじめの捉え方，および自尊感情との関係に
ついて，質問紙調査を行った．その結果，いじめ
を仕方ないことであると受け止め，いじめとふざ

けの区別が困難であると述べた者の自尊感情は低
いことが示唆された．

水谷・雨宮（2015）は，大学生208名を対象と
して，小中高時代のいじめ経験が大学生の自尊感
情とWell-Beingに与える影響について，質問紙
調査を行った．水谷・雨宮（2015）は，幸福感や
これと関連する特性感情をWell-beingとして位置
づけている．その結果，いじめ経験の頻度は高等
学校よりも小中学校で高かった．中学校や高等
学校の頃のいじめ被害経験が大学生のWell-Being 
に影響を及ぼしていることが明らかにされた．ま
た，いじめ被害経験がWell-Beingに直接的にも，
自尊感情を介して間接的にも影響を与えているこ
とを見出した．いじめ被害経験が長期的に心的状
態に影響を及ぼすことを支持するものであること
が示唆された．

（７）いじめ被害体験と対人関係・友人関係・役
割取得との関連に関する研究

笠井・三屋（2004）は，大学生447名を対象と
して，いじめ経験が対人関係のあり方に及ぼす影
響について質問紙によって調査を行った．その結
果，いじめ経験の影響には「友人を大切にしよう
と思うようになった」等，他者尊重・自己配慮と
いう関係・愛着性と自主・独立性というプラスの
方向への変化と，他者への過敏，同調傾向という
過敏・回避あるいは迎合というマイナスの方向へ
の変化があったことが報告された．

山口・長野（2012）は，大学１年生337名を対
象として，過去のいじめられた体験が青年期の友
人関係に及ぼす影響について，質問紙調査により
検討した．「被害者」は，「被害者かつ加害者」と

「無関係」よりも傷つけられることを回避し，「被
害者」は，「被害者かつ加害者」よりも傷つける
ことを回避する傾向があるということが示唆され
た．被害者においては，いじめ体験が何らかの形
で，その後の友人関係に影響していることが示唆
された．

水野（2012）は，大学生562名を対象として，
いじめ場面における目撃者の役割取得と共感がそ
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の後の関連行動に及ぼす影響について質問紙調査
を行った．その結果，「いじめの現場を目撃した
後には，いじめに加担したり，加害者に同調した
りするような行動が生起しない」，また「被害者
に対する役割取得は，被害者援助行動を促進し，
傍観行動を抑制する」ことが示唆された．

（８）その他の研究
「学校ストレス」と「いじめ」の影響に対する

ソーシャル・サポートの効果に関する研究（森
下，1999），いじめの被害者経験と，その自己開
示と成人期の愛着との関係に関する研究（三宅，
2004）等がある．

考察と今後の課題
以上の結果を踏まえて，37年間のいじめの長期

的影響に関する動向について特徴的な点を明らか
にし，今後の課題について述べたい．

第１に，いじめ被害体験における長期的影響
としての精神障害・外傷後ストレス障害の研究
が比較的多くみられた．最初に出されたのは立
花（1990）の研究であり，続いて，久留・餅原

（1995），さらに，石橋・若林・内藤ら（1999）と
続く．1990年代にいじめ被害体験による重篤な
ケースを扱っている研究が報告されている．2000
年代では，細澤（2004），佐藤・盛合（2007）の
研究がみられる．1990年から2007年までに，いじ
め被害体験の影響による精神障害・PTSDへ至っ
た研究の流れがあったことが，見て取れる．

立花（1990）は，学校での「いじめられ体験」
が精神障害発症の契機や症状の形成に強く影響し
ていることを示唆している．このことは重要な問
題提起となっていることを見逃してはならない．

その後の研究においては，極度のいじめを受け
外傷後ストレス障害（PTSD）症状を呈する症例

（久留・餅原，1995），いじめ被害体験の長期的影
響により外傷後ストレス障害（PTSD）症状やい
じめ場面の外傷夢，フラッシュバックなどの再体
験の症例（細澤，2004），クラスメートからのい
じめを受けたことで解離性障害，大うつ病障害の

診断を受けた症例（片柳，2016）において，心理
療法・精神療法を受けることで症状等の緩和を目
指している．いじめ被害体験の長期的影響の重篤
さがうかがえる．また，佐藤・盛合（2007）は，
再び同じようないじめが再燃することにより，過
去の体験もフラッシュバックするという影響も重
大であることを示唆している．

これらの知見からも，いじめ被害体験からどの
ように心の傷を回復していくかは重要な課題であ
る．亀田・会沢・藤枝（2016）は，いじめ被害か
らの回復のプロセスを検討している．回復のプロ
セスの第１段階は，いじめられた体験から「安全
を確保」する段階であり，第２段階は，「心の整
理」の段階である．自己開示により，ソーシャ
ル・サポートを得たり，重要な他者の存在に気づ
いたりする段階といえる．第３段階は「信頼感の
回復」と「体験の肯定的意味づけ」の段階である
ことを示唆している．面接やカウンセリングを通
して，丁寧に長い時間をかけながら，心の傷が回
復していくことが望まれる．

今 後 の 課 題 と し て， 外 傷 後 ス ト レ ス 障 害
（PTSD）症状や精神障害へ至る症例のように重
篤化することを理解しつつ，心の傷の回復方法の
研究が待たれるところである．

第２に，いじめ被害体験における長期的影響と
しての人格発達等への影響の研究もいくつか見ら
れた．いずれの研究も1990年代の研究であること
が特徴である．

質的研究では清水（1998）の研究があるが，中
学校でのいじめ被害体験により，人格発達に阻害
的影響を及ぼし，後に対人恐怖症状を呈している
ことが明らかになった．

量的研究では，豊嶋・石永・遠山（1992）の研
究がある．いじめ被害体験が「嫌な思い出」であ
り続けるという「こだわり」が，自我同一性地位
を低下させることが示唆された．また，被害者に
対する外傷的な「こだわりの強さ」が，不良な交
友適応感に結びつくことを明らかにしている（豊
嶋・順毛，1993）． 
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今後の課題としては，これらの知見を生かし，
いじめ被害体験に対して，段階を経ながら，最終
的に「体験の肯定的意味づけ」への転換が重要で
あると考える．宅（2010）は，「ストレス体験に
対する意味の付与」を見出している．ストレス体
験に対する意味の付与とは，漠然とそのことを考
えたり，ストレス体験を糧にするために心の中を
探索したりといった心の動きを指しているもので
あるという．ストレス体験に対する意味の付与に
は，「ポジティブな側面への焦点づけ」，「出来事
を経験した自己に対する評価」，「出来事の持つ
メッセージ性のキャッチ」の３つがある．いじめ
体験に対しても，こうした意味づけが後の成長に
つながることもあろう．

第３に，いじめ被害体験における自尊感情との
関連の研究は，４本が該当した，いずれも，量的
研究であり，2010年，2013年，2014年，2015年と
近年の研究であることが特徴である．

野中・永田（2010）は，小学校以前・小学校時
期のいじめ体験の影響としての“同調傾向”が増
せば増すほど他者に同調しようとすることによ
り，自尊感情も高くなることを示唆した．また，
いじめ被害体験の“他者評価への過敏”が過敏に
なればなるほど，友人関係は深まることが示唆さ
れた．いじめ被害体験のマイナスの影響として
捉えやすい“同調傾向”や“他者評価への過敏”
は，自尊感情を高めたり，友人関係を深めたり，
プラスの影響を及ぼすことが示唆され，新たな捉
え方として大きな意義を見出せるものであろう．

吉川・今野・会沢（2013）は，いじめの被害経
験者は被害経験のない者より，自尊感情が有意に
低いこと，また，小・中から高校にかけてのいじ
め被害経験者も被害経験のない者より，自尊感情
が有意に低いことを明らかにした．

さらに，吉川・今野・会沢（2014）は，「いじ
めは仕方ないことである」，「いじめとふざけの区
別は困難である」と捉えている者は，自尊感情が
低いことを示唆した．いじめをどう捉えるかで，
自尊感情への影響も違ってくるという研究結果

は，意義あることであると言える．
水谷・雨宮（2015）は，中学校でのいじめ被害

経験が大学生のWell-Beingに影響を及ぼしている
こと明らかにしている．さらに，いじめ被害経験
がWell-Beingに直接的にも，自尊感情を介して間
接的に影響を与えていることを見出している．い
じめ被害経験は長期的に心的状態に影響を及ぼす
ことが明らかになったといえる．

今後の課題として，いじめ被害体験により，自
尊感情が低下した被害者に対する精神面でのケア
や自尊感情をどうしたら高められるのか等の研究
が求められると考える．

第４に，いじめ被害体験と自己成長感との関連
に関する研究やいじめ被害体験からの克服・回復
過程に関する研究もみられた．2006年から2015年
までの研究であり，近年にみられる研究である．

いじめ被害体験と自己成長感との関連に関する
研究では，質的研究において，亀田・相良（2011）
は，自己成長感をもたらす要因について，自己開
示の重要性，信頼のおける大人の存在，家族・友
人関係の良好さ等をあげている．量的研究におい
て，小早川・杉村・石田（2015）は，いじめ被害
者は，いじめに関わってくれている人の存在の重
要性が示唆した．

いじめ被害体験からの克服・回復過程に関する
研究は質的研究にみられた．青木（2006）は，い
じめ被害の長期的影響の回復プロセスを探索的に
検討しており，容姿の改善や知識の獲得，良質な
ソーシャル・サポートを得て他者からの好評価等
７つの出来事が見出されたことが報告された．

岩崎・海蔵寺（2011）は，他者とのつながりを
取り戻す過程の重要性を示唆している．親との絆
の実感が他者とのつながりの基礎を固めていると
し，自己受容から他者への否定的認知の改善が重
要であると指摘している．

これらの知見のキーワードは，「信頼のおける
大人の存在」，「いじめに関わってくれている人の
存在」，「良質なソーシャル・サポート」，「他者と
のつながりを取り戻す過程」であり，いじめを理
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解し，関わってくれる，信頼できる人の存在を得
ることで，改めて，他者とのつながりを取戻して
いくという過程の重要性が示唆されたのではない
だろうか．

希薄になった人間関係を見つめ直し，他者との
つながりを取り戻す過程を大切にしていく教育が
求められていると考える．

今後の課題では，これらの知見を教育現場に取
り入れることができるプログラムの開発等も必要
であると考える．いじめの長期的影響に関する研
究から示唆された様々な結果を教師・教育関係
者・研究者が教育現場に還元していく努力が求め
られよう．

【註】
１）レジリエンスに関して論文によっていくつか

の表現があるが，本文中では「レジリエンス」
と統一する．
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